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The purpose of this study is twofold. The first is to clariかthecharacteristics of the gap between 
elementary and junior high schools. The second is to show the junior high school transition program 

based on the nine.year school system. As a result. this study could propose the progr出 11in order to 

solve the learning gap between elementary and junior high schools. 
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1 問題の所在と研究

(1) 問題の所在及び研究の背景

「中 lギャップ」とは["小学校から中学校に

大きく環境が変化する過程で，多くの児童生徒が

生活環境，授業の形式や内容3 学習の方法にギャ

ップを感山不登校，いじめ，学習意欲の低下な

どの不適応現象を引き起こしている状況J(赤鹿3

2009)のことである。平成23年度「児童生徒の問

題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査J(文部

科学省， 2012)によると， 不登校の児童生徒数は

小学6年生で7，522名であるのに対し，中学 l年

生では21，895名と約3倍近く増加する。

筆者は，これまで中学校教員と して，中 lギャ

ッフcの状態、に陥った生徒と毎年のように関わって

きた。 小学校と中学校の問の段差を特に問題とせ

ずに乗り越える生徒も多い。だが，段差に不安や

戸惑いを持っと学校への不適応を引き起こし，中

lギャップの状態に陥る生徒が現れる。中lギャ

ッフ。は小 ・中学校両方にまたがった問題で、ある。

一方， 平成23年度に文部科学省は 「小中連携3

一貫教育に関する主な意見等の整理j をまとめて

いる。この報告書は3 小中連携を 「小中学オ交が互

いに情報交換，交流することを通じ，小学校教育

から中学校教育への円滑な接続を目指す様々な教

育J，小中一貰を「小中連携のうち，小中学校が9

年間を通じた教育課程を編成し，それに基づき行

う系統的な教育」と整理している。同報告書は，

中lギャッブ。に陥る原因のーっと して，["小学オ交か

ら中学校に進学する際の接続が円滑なものになっ

ていないこと」を指摘する。例えば，学習面では，

「授業形態の違いや学習上の課題が小中で、共有さ

れていないことJである。生徒指導面では["生徒
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指導の方法の違いや生徒指導上の課題が小中で、共

有がされていないことjである。小中連携は，中

lギャップなどの学校間の接続に関連する課題解

決の観点に加え，小中9年間を通して生きる力を

系統的に育んでいく観点から重要となっている。

しカミし，現在，小中連携は多くの課題に直面し

ている。例えば，小中連携の活動を行うための時

間割の編成や指導計由の作成， 小中教員間での打

ち合わせ時間の確保が困難であること，連携相手

についての理解が不足していることである。

(2)研究の目的と方法

本研究の目的は2つである。第ーに，山形県内

の2つの中学校区を取り上げて，中 lギャップの

実態や小中間の連携において何が課題となって

し、るのかを明らかにすることである。その方法と

して， 2つの中学校区の中学l年生と中学校教員

(1つの中学校区については小中学校の教員)を

対象として行ったアンケートを実施した。第二に，

中lギャップを克服し，小中間の連携の課題を解

決するためにどのようなプログラムが有効なの

かを明らかにすることである。その方法として，

筆者のi7J務するK中学校区にて，アンケート結果

の分析を踏まえて実践した小中連携プログラム

を実践し，その効果を検証した。

2 先行研究の検討

(1)中1ギャップの実態把握

宮崎県西都市立妻南小学校(2007)は，中 lギャ

ップにかかわる児童生徒や教員の意識を把握する

ためのアンケー 卜を2007年に実施している。児童

生徒の調査結果から，中学校入学前に不安だ、った

こととして["成績J["授業J["宿題」の割合が高く，



主に学習面lこ5郎、不安を持っていたことが明らか
になったD 小中教員の調査結果からは， r生徒指導
面を基盤とした教育」が小中連携で最も重視すべ

き観点と考えていることが明らかになったo

京都市総合教育センター(2004)は，小中連携教

育についての実態を把握するため，京都市内の全

小中朝交教員を対象としたアンケートを 2004年

に実施している。調査結果から，小中教員ども現

勤務校の小中連携は充実していないと感じている

ことが明らかになった。その理由として I話し合

いが十分になされていない。Jr相手校種の取り組
みを理解していない。」などが挙げられている。

(2)小中連携フ。ログラムの実践

ベネッセ教育総合センター(2011)によれば，栃

木県宇都宮市の一条地域学校園(一条中学校区)は，

中Iギャップを軽減し，小中の円滑な接続を目的

とした小中一貫教育を2010年度から進めている。

例えば，小中の乗り入れ授業や授業研への相互参

加， 中学生による小学生へのあいさつ運動などで

ある。小中連携の札織として r学習JI生活JI健
康体力JI交流連携」の4部会を設け，年間行事に

月 l回の「小中一貫の日」を組み込んで、小中の先

生方が無理なく話し合いの時間を作っていること

も特徴的である。これらの結果，小中の学習のつ

ながりを意識した学習指導ができるようになった

ことや小学校児童が中学校への慣れから不安が和

らぎ¥中学校生活への期待が高…まったこと，中学

l年生の不登校の数が減り小中教員の連携への意

識が向上したことなどが報告されている。

佐賀県伊万里市の南波多中学校区では，I J、中連

携を通して子どもたちの生活・学習習慣を整え，

学力向上につなげようと，子どもが 1日をどのよ

うに過ごすかを自分で決める「生活スケジューノレ

表」の作成を行っている。その中で，小中連携に

保護者を巻き込み，保護者に連携の取り組みのね

らいや子どもの+菜子を伝えるパンフレット 「連携

読本j を共同で作成・配布していることが特徴的

である。その成果として，小中連携に対する保護

者の理角卒も深まり，家庭での声がけが増えたこと

で規則正しい生活ができる子どもが多くなったこ

とやほとんどの小学生が早期iこ中学校生活ーになじ

むようになったととなどが報告されている。

栃木県宇都宮市の一条地l虫学校園や佐賀県伊

里市の南波多中学校区の実践は，小中の円滑な接

続を目指した成果として中 lギャップに陥る子ど
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もが減少したことや保護者を巻き込んだ連携の有

効性を明らかにしている点では意義あるものとい

える。ただ，両学校区の実践は，子どもたちの実

態把握からの分析がなく，子どもの声や地域性を

十分に生かした小中連携の実践になっていない。

(3) 9年間の系統性を意識した小中連携・一貫教

育の実践や組織作り

山形県最上郡大蔵小中学校(2011)は，平成 21

年度に村内の学校が県内で初めて 11ト1中に統合

されたことを機会に I自立した学び手を義務教育

9年間で育てる」ことを目的とした札織的な小中

連携の実践を行ってきた。例えば，大蔵村教育委

員会が主催する「大蔵小中連携会議」の下 I学び

づくり研究会JI育ちづくり研究会jの2部会構成

を組織したことである。「育ちづくり研究会」では，

生きる力を育むための基礎基本となる「ソーシヤ

ノレスキノレJI生活リズムJIキャリア交流」の3つ

の項目に着目した指導を行っている。その成果と

して I学びづくり部会」で、は小中共通の授業づく

りの視点で授業を語り合うことにより小中教員の

授業改善が進んだこと I子どもの育ち研究会」で

は3つの項目に着目した研究・実践を重ねたこと

で子どもたちの学力が向上し，落ち着いた判交生

活につながったことなどが報告されている。

山形県新庄市では、新圧市長期教育プラン 「し、

のち輝く新庄もみの木教育プラン21Jに基づく小

中連携・一貫教育を平成 18年度から組織的に劉荷

し，小中一貫教育を市全体で、推進している。この

方針を受け，新庄中学校区では，下記のような小

中連携の札織を作りながら，教員の乗り入れ授業

や小中奉仕活動，小中合同あいさつ運動などの実

践を組織的に行ったO その成果として，小中間の

共通理解が十分に図られ，不登校の数も大きく減

少したことなどが報告されている。

<新庄中学校区・小中一貫教育の主な組織>

・会長 (校長) ・事務局(教頭)

-研究運営委員会

・研究部会

ア， 学び部会・・ ・学習指導を中心とした研究

イ，生き方部会 ・・保健安全指導を中心とした

研究

ウ，かかわり部会・生徒指導を中心とした研究

山形県最上郡の大蔵中学校区や山形県新庄

市の新庄中学校区の実践からは3 地域を巻き込ん

だ小中連携を進めていることや連携を通して子ど



もたちゃ小中教員にいい変容が見られたことを成

果として明らかにしている点は評価できる。ただ，

両中学校区の実践は， 栃木県宇都宮市の一条地域

学校園の実践同様，子どもたちの実態把握からの

分析がなく，家庭教育を担う保護者を巻き込んだ

小中連携の取り組みが意識的に行われていない。

3 実践と結果 (明らかになったこと)

( 1)中l生徒と小中教員対象のアンケート結果

先行研究の検討を踏まえ，児童生徒と教員を対

象とした「中 lギャップと小中連携にかかわる実

態を把握するためのアンケート」 を行った。第一

に， 2013年6月中旬に筆者の勤務するK町内の4

つの小学校とK中学校にて実施した。第二に， 2013

年 10月下旬に山形市内N中学校にて実施した。

結果は以下の通りである。

①中学l年生対象のアンケート結果

対象者 ・筆者の勤務するK中学校 (70人)

・IJ[形市内N中明交 (166)¥)

No 質問 回 答 K中学:校 N中~校

① 中学校入学 どちらかとい :3 J人 78人

前の意識 うと楽しみ [46%] [47%] 

どちらかとい 32人 59人

うと不安 [49%] [36%] 

② 中学校生活 学習する内容 1 8人 2-+人

で楽しみだ 友だち関係 55人 1 1 2人

ったこと 部活動 55人 1 1 8人

(複数回答) 年寸交行事 50人 71人

③ 中学校牛活 学習する内界 40人 1 00人

で不安だっ 成績 5 1人 1 1 0ノ、

たこと 友だち関係 1 9人 43人

f複数回答) 先輩との関係 44人 6-+人

④ 1見在の中学 楽しし、 4 7人 104人

校体活は楽 [68%] [63%] 

しいですか どちらかとい 1 9人 50人

うど楽しい [27%] [30%] 

どちら方、どし、 う 3人 1 2，、

と楽しくない [ 4%] [ 7%] 

楽しくない 1人 0人

[ 1%] [ 0%] 

⑤ 中学校生活 f言傾できる友/ご 29人 65人

が楽しいと ちがいるから

感じている みんなとよく話 1 6ノ¥ 30人

t豆由 1) がて。きる由、ら
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百円活動が楽しい

力、ら

中1支七象のアンケートからは，次の3点が明ら

かになった。

第一に，中学入学前に学習面に不安を持ってい

た生徒が多い点であるc それは，③の質問でK.

N中学校ともに 「学習する内容JI成績」を選んだ

人数が多いことからわかる。

第二に，中学校入学前に先輩との関係に不安を

t寺っていた生徒が多い点である。それは， ③の質
問で，K. N中学校ともに 「先輩との関係」を選

んだ人数が多いことからわかる。特lこK中学校は

44人 (K中全体の63%) と高い害[j合を示した。

第三に I中学校生活が楽しいと感じている理

由」 について， 有効な友人関係や部活動の楽しさ

から，中学校生活が楽しいと感じている生徒が多

いことである。それは，⑤の質問で r信頼できる
友だちがし、るからJIみんなとよく話ができるか

らJI部活動が楽しし功も」を選んだ人数が，K. 

N中学校ともに， 他の項目よりも多かったことか

らわかる。

②小中学校教員対象のアンケー卜結果

対象者 ・筆者の弱~1~与する K町内の 4 小学校の教員 (11 人)

・筆者の勤務するK中学校の教員(16人)

No 質問 回 妓仁コ 小学校 中学校

① 中 lギヤツ とても必要だと 66% 25% 

ブ克服のた 思う

めに小中速 ある限度必要だ 34% 62% 

携は必要方、 と思う

あまり必要だと 0% 13% 

思わない

② ヰコ 1ギヤツ 学ブJの定着や互いの 12% 7% 

プ克服に向 授業の工末改詐

けた小巾連 生徒の豊7J、な人 1 4'Yo 21% 

僚の取り組 凶作七の育成

みで重視す 生徒指導 iこの児託生 16% 30% 

べき在見守、 f;gの鵬、t'l!Jll平

義務教育日午聞を見 26% 14% 

過した系統的な指導

③ 勤務校の小 充実している 。% 13% 

中連防の充 どちらかとし、う 29% 50% 

:支度 と充実している

どちら泊、というと充 66% 31 % 

実していない



充実していない 0% 0% 

わからない 5% 6% 

④ 現勤務校の 各学ヰ交での取り組み 19% 0% 

小中連携が の様+や情報が担!掃

充実してい できてない

ない理由 小中で共に育てたい 33% 17% 

2) 力や述燐の，l!義が共

通理解できていない

街J妾な小中の情報交 1 1 % 32% 

換が行オつれていない

⑤ 連携してい 児単生徒の学力の実 10% 6% 

る各学校の 態

取り組みに 連燐相手佼種の教員 28% 6% 

ついて知り の学習指導の方法

たい情報 児童生徒の生徒指導 57% 57% 

についての実態

児童生徒の人間関係 0% 19% 

小中教員対象のアンケートからは， 小中の「共

通する点」と「違いが見られる点Jについて，次

の点が明らかになった。「共通する点」としては，

「小中連携は必要である」と感じている小中教員

が多いことである。それは，①の質問で， 小中と

も「とても必要だと思うJIある程度必要だと思う」

を合わせた割合が高いことからわかる。「違いが見

られる点」としては，I小中連携で、重視すべき観点

の違しり「小中連携の充実度に対する意識の違しリ

「小中連携が充実していないとする理由の違しり

「連携している各学校の取り組みについて知りた

い情報の違しリの4点の違いが明らかになった。

第一の「小中連携で、重視すべき観点jについて

は，②の質問で3 小学校教員は「義務教育9年間

を見通した系統的な指導」の割合が高いのに対し，

中学校教員は「生徒指導上の児童生徒の深い理解」

と「生徒の豊かな人間性の育成」の割合が高いこ

とがわかった。

第二の「小中連携の充実度に対する意識の違しリ

については，③の質問で， 小学校教員は「どちら

かというと充実していなしリが66%で最も高い割

合なのに対して，中学校教員は「どちらかという

と充実している」が 50%で最も高い割合であるこ

とがわかった。

第三の 「小中連携が充実していないとする理由

の違しリについては，④の質問で， 小学校教員は

「小中で、共に育てたい力や小中連携の意義が共通
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理解できていなしリが33%で最も高い割合なのに

対して，中学校教員は「密接な小中の情報交換が

行われていなしリ が32%で最も高い割合であるこ

とがわかったO

第四の「連携している各学校の取り組みについ

て知りたい情報の違しリについては，⑤の質問で，

小中教員とも「児童生徒の生徒指導についての実

態」の割合はそれぞれ齢、が，その他小判交教員

は「中学校教員の学習指導の方法」の割合が高い

のに対し， 中学校教員は「児童生徒の人間関係J

の割合が高いことがわかった。

以上のアンケート結果から， /J、仁|コ連携フOログラ

ム作成上の課題として，次の2点が指摘できる。

第ーとして，小学生の「中学校の学習面への不

安」を軽減することである。第二に，小学生の I中

学校の先輩との関係への不安」を軽減することで

ある。小学生が抱いている「中学校への学習面へ

の不安」と「中学校の先輩との関係への不安」の

原因を探るため，アンケート実施後に中学1年生

に追インタビューをした。

その結果，第一の 「中学校の学習面への不安J

の原因として， I中学校の学習内容がよくわからず，

中学校の勉強はとても難しいのだろうと思ってい

た。JI思う ような成績がとれるかが不安だ、ったoJ 

などの意見が挙げられた。そこで，中学校教員が

小学生へ授業を行うことにより，中学校の学習内

容を理解させ，学習面への不安を軽減させるため

の取り組みとして「小中授業交流」を行ったO

第二の「中学校の先輩との関係への不安」の原

因として， r部活などで，先輩とどのように接した
らいいのか不安だった。Jr中学校には怖い先輩が
いるのではと思っていた。Jなどの意見が挙げられ

た。そこで¥小中学生の異年齢交流を行う ことに

より，中学生への親しみを感じ，中学校の先輩と

の関係への不安を軽減させるための取り組みとし

て「地区中総体壮行式への小学6年生の参加」と

「小学校運動会への中学生のお手伝しリを行った。

(2) K中学校区での小中連携プログラムの実践

①小中授業交流について

ア)社会科授業交流

アンケート結果の考察を受けて，平成25年6

月 18日， K町内のK小学|交 6年l組の児童 (20

名)と 6年2組の児童 (21名)を対象と した社会

科の小中授業交流を実施した。ねらいは，授業交

流を通して中学校の学習面における児童の不安を



軽減させることである。学習内容は「お弁当作り

から食料について考える」の単元で，中学校2年

地理の単元「日本の農林水産業」と関連させなが

ら筆者が自作した教材を活用した。活動内容は3

国内産と外国産の食材から， 4人グノレーブpでの活

動を通して消費者にとって魅力的な弁当を作り，

プレゼンを行うものである。

当日の状況として， 6年生の児童たちは値段や

安全性，コンセプ卜，消費者が求めていることな

ど，お弁当を売る経営者の視点から真剣に考え，

工夫をこらしたお弁当を作ってプレゼンすること

ができた。以下は，授業交流に参加した小学6年

生の感想の一部である。(下線部・筆者)

( a )国内産と外国産の食材ーから自分が好きな食材

を選んでお弁当作りをしたのはとても楽しか

ったです。 中学校の勉強は小学校よりも大変そ

うだなと思っていましたが，中学校の先生の授

業を受けて， 小学校の内容ともつながっている

し，中学校の勉強も楽しそうだなと思いました。

( b)中学校の社会はとても難しいと思っていまし

たが，答えがないとしづ所がとてもおもしろい

と感じました。中学校の社会科が少しずつ楽し

みになりました。無事に中学校に入学できるよ

うに，今の勉強をしっかりがんばりたいです。

(a)， (b)の記述から，中学校教員から小中の

学習のつながりを意識した授業を受けたことによ

り，子どもが授業を楽しみ， 中学校の勉強への不

安が期待へと変わっていったことがわかる。(b) 

の記述からは，さらに今の学習に真剣に取り組も

うとしている意欲も感じられる。

児童の感想、から，社会科の小中授業交流により，

子どもたちの学習面への不安は軽減され，中学校

の社会科の学習への期待を持たせることができた

ことが成果として明らかになった。

イ)音楽科4受業交流

平成25年12月17日，K町内のK小学校全校

児童(230名)， K中判交1年生(71名)を対象とし

た音F楽科の小中授業交流を実施した。小学生への

ねらいは，中学校の学習面への不安を軽減させる

ことである。中学生へのねらいは，小学生に先輩

としての手本を示せた喜びゃ充実感を持たせるこ

とである。学習内容は K中l年生がK小学校を

訪問し，中学校の音楽科の学習内容を紹介しなが

ら，合唱とリコーダー演奏を披露するものである。

当日の状況として，全校児童は真剣な表情で中
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学生の合唱やリコーダー演奏を聴くことができた。

授業交流後にはK小の各先生方から Iきれいな歌

声で歌っている態度が立派だったoJ Iこれからも

無理なく続けられそうないい交流だった。」などの

感想をいただき， 小学校教員も小中学生が意欲的

に交流する姿から，この活動の有効性を認識した

ことがわかったO 以下は3 授業交流に参加した/卜

学6年生の感想、の一部である。(下線部筆者)

[小学6年生]

( a )中学生の歌声の高音と低音がきれいですごい

と思いました。アルトリコーダーの演奏もとて

も音がきれいでした。ぅ|長年私も中学生なので，

合唱やリコーダーをがんばりたいです。

( b )リコーダー演奏はすごく上手で，最後の学年

合唱は，声の迫力がすごく ，1年生全体の粋も

感じられてすごく感動しました。今まで中学校

ではどんな音楽の授業をするのかがよくわか

らなかったのですが，来年中学校に行ったら，

今の中学 l年生のようにきれいな声で歌える

ようになりたいですの

[中学1年生]

( c)小学生に，今のベス トの合唱を披露できて良

かったですo K小はとてもなつかしく， 6年の

担任の先生ともお会いしてうれしかったです。

( d)今日は， K小の全校生徒の前で私たちの合唱

を発表できてうれしかったで、すO 中学生の私た

ちが一生懸命声を出して歌うことで I歌うこ

とってかっこいいんだの|とJ思ってもらえたの

ではなし、かと思います。リコーダー演奏でも，

来年から始まる新しい楽器の授業に期待を持

ってもらったのではないでしょうか。/卜学6年

牛ーには3 不安をあまり持たずに，期待を持って

中学校に来てほしいなあと思います。

小学6年生の(a)，(b)の記述から， 中学生の

合唱やリコーダー演奏への賞賛や童れ，中学校の

音楽科の学習への期待を持ったことがわかる。 司

会役の中学生が，演奏の合間に中学オ交の音楽科の

学習内容を紹介したことも，児童が学習内容につ

いての理解を深め，学習面への不安の軽減と期待

感につながったと考えられる。

中学l年生の(c)，(d)の記述からは， 小学校

への懐かしさや小学生の前で合唱やリコーダーを

披露できた喜び，先輩としての手本を示せたとい

う充実感を持ったことがわかる。さらに， (d)の

記述からは，不安を持たず期待を持って中学校に



来てほしいとしづ先輩としての思いも感じられる。

児童生徒の感想から，音楽科の小中授業交流に

より，小学生にとっては，中学校の音楽科の学習

への不安が軽減され，期待感を持てたことが成果

として明らかになった。中学生にとっては， 小学

生に先輩としての手本を示せた喜びゃ充実感を持

てたことが成果として明らかになった。

②地区中総体壮行式への小学6年生の参加

平成25年6月 12日 K町内の4小学校の 6年

児童全員 (58名)とK中学校の全校生徒(171名)

を対象とした「地区ー中総体への小学6年生の参))日j

を企画した。ねらいは，小中学生が激励を通した

異年齢交流を行うことにより，小学生が中学校の

先輩への親しみを持ち，地域の代表としてがんば

ろうとしている中学生を支えることである。活動

内容は，金山中学校の地区中総体壮行式に参加し，

各小学校代表が激励メッセージを述べた後，小学

6年生児童全員で激励のエーノレを行うものである。

当日の状況として 3 小学6年生は，中学生の決

意発表を行う姿や応援の迫力に驚きながら，先輩

である中学生への応援を一生懸命行うことができ

た。中学生からは，小学生の応援に刻して感謝の

言葉を述べたり，大きな拍手で応える場面も見ら

れた。以ドは，地区中総体壮行式に参加した小学

6年生の感想、の一部である。(下線部:筆者)

( a )各部の中学生が自分の目標を持って練習して

し、ると聞き，さすが中学生だと思いました。私

も中学校に入ったら，中学生の先輩たちを見習

い， 自分の目標をきちんと持って中学オ交の活動

に取り組みたいと思います。

( b)小学校の壮行式と比べてみても，中学校の壮

行式の方が，ピラミッド、を作ったり，j，t可愛歌を
歌ったりしていて迫力がすごいと思いました。

白分たちが応援した時，中学生の先輩たちが応

援への感謝の気持ちを示してくれたのでとて

もうれしかったです。中総体では.1人 l人の

先輩方にがんばってきてほしいと思いました。

(a)， (b)の記述から，中学生への憧れや大会

での活躍を願う気持ち，中判交の部活動への期待

を持ったことがわかる。その原因として，激励を

通した異年齢交流を通して，小学生が中学生の先

輩たちへの親しみを持ち，中学校の先輩との関係

への不安が軽減していったためと考えられる。

児童の感想から，地区中総体壮行式への小学 6

年生の参加により，中学校の先輩たちへの親しみ
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を持ち，先輩との関係への不安の軽減につながっ

たことが成果として明らかになった。

③小学校運動会への中学生のお手伝い

平成25年5月26日， K町内のA小学校(33名). 

N小学校 (12名)・M小学校 (40名)の3つの小

学校の全児童， 3つの小学校を母校に持つK中学

校の生徒 (54名)を対象とした「小学校運動会へ

の中学生へのお手伝し、」を実施した。ねらいは，

小中学生が運動会を通した異年齢交流を行うこ

とにより，小学生は中学生への親しみを持ち，中

学生はほ一校に貢献する喜びゃ充実感を得ること

である。活動内存は，中学生が母校の小学オ交の運

動会に山向き，運営面のお手伝いや競技の 育1)に

参加するものである。

当日の状況と して，各小学校の運動会で小1-1コ学

生は仲良くふれあい，中学生も意欲的にお手伝い

や競技に参加していた。小学生にインタビューす

ると I中学生のお兄ちゃん，お姉ちゃんたちが運

動会に来てくれてうれしい。」としづ声が数多く聞

かれた。以下は，各小学校の運動会に参加した中

学生の感想の一昔円である。(下線部.筆者)

( a )久しぶりの小学校の運動会でとてもなつかし

かったです。小学生の前走で走っている時， 1草

屋から「がんばって!Jと言ってくれる子がし、

てとてもうれしかったです。僕は Iこの小学

校を卒業したんだ」と運動会に参加して改めて

思い，同時にA小に対する誇りを感じました。

(b) N小の運動会て。はしっかりと荷物運びゃ競

技のお三f二伝いをすることができました。自分の

育った学校で中学生として役立つことができ

てとてもうれしかったです。これからも， N小
の行事がある時は，積極的に参加したいです。

(a)， (b)の記述から，中学生は小学校への懐

かしさや小学生から見張された嬉しさ，母校に貢

献できた嬉しさなどを感じたことがわかる。そし

て，インタビューの声などから，小学生にとっても

異年齢交流を行うことにより，中学生への親しみ

を持ち，中学校の先輩との関係への不安軽減につ

ながっていったことが成果として明らかになったO

4 考察

(1)アンケート結果と小中連携プQログラムの実践

からの考察

アンケー卜によって明らかになった小中教員

の，小中連携へのri"Jき合い方について考察する。



小学校教員の小中連携への向き合い方の特徴

として，義務教育9年間を通してどのような子ど

もを育てるべきかを重視し， 9年間の系統性と見

通しを持って指導にあたりたいと考えていること。

そのため， 中学生の生徒指導の実態や中学校教員

の学習指導の方法についてもっと公11りたいと感じ

ていることがわかった。ただし，系統性を重視し

た小仁|二l連携の意義は小中間で共通理解されてし、な

し、と考えており，そうしたことが Iどちらカミとい

うと小中連携は充実していなしリと感じている要

因となっていることが明らかになった。

中学校教員の小中連携への向き合い方の特徴と

して，生徒指導上の児童生徒の深い埋解や生徒の

23切、な人間性の育成を重視し， その観点から小中

連tP-;の，音義を考えていること。そのために，子ど
ものこれまでの生徒指導の実態や人間関係につい

てもっと知りたいと感じていることが明らかにな

った。ただ，小中連携については「どちらかとい

うと充実しているJと感じてはいるが，生徒理解

や生徒指導を充実させるため，より密接な情報交

J免がほしいと考えていることが明らヵ、になった。

この違いが生じている原因として，次のことが

指摘できる。単純に，義務教育9年間を前期(3年)， 

中期(3年)，後期(3年)と区分するとして 1 前期や

中期を担当する小判交教員は3 日常の指導が9年

間の中でどのような位置づけなのかを理解しなが

ら，見通しを持って指導にあたりたいと考えてい

る。その一方，後期を担当する中今ヰ交教員は，現

実に問題が起こった時に初めてその生徒の問題に

間lして小中9年間を捉え直そうと考えがちである。

しかし， 自立した子どもを育成するためには，

小中9年間を通して生きる力を系統的に育むこと

が重要である。そのため，小中教員同イてが連携す

る機会と時聞を十分に確保し，十1:11圧埋解を図って

し、く必要がある。

小中連携プログラムの実践の成果として，次の

2点が挙げられるコ第一として/卜中授業交流を

通して，中学校の学習面への不正てがi怪減した児童

がし、たことである。学習面への不交は Lド1ギャ

ップの大きな要因となっていた。第二に，小中の

行事交流を通して，小学生は中学生への親しみや

憧れ，中学校生活への期待感を持てるようになっ

たことである。一方，中学生は，同校に貢献でき

た充実感や自己有用感を持つことができたことで

ある。
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小仁1_1連携プログラムの実践の課題として，次の

3点が挙げられる。第ーとして，この小中連携プ

ログラムは，アンケート結果を基に筆者が計画を

立てて単発的に行った実践であり，小中 9年間の

見通しを日常的に持ちながら札織的に行ったもの

ではないことである。第二に、このプログラムの

実践を通し，小中の児童生徒の連携は深まったも

のの、小中教員聞の連携はあまり深まらなかった

ことである。その原因として，このプログラムが

来品織的に行われたもので、なかったため， 小中教員

聞の連携を深めるための機会や時間を十分に確保

できなかったことがあるc 第三に，このプログラ

ムは，小中学オ交の枠内にとどまった実践で、あり，

保護者や地域住民と連携した実践で、はなかったこ

とである。

以上の課題に取り組むために，筆者の勤務する

K町における小中連携教育のアクションプランを

提案したい。

(2)筆者の勤務するK町における小中連携教育ア

クションプランとその手だて

アクションプランのねらいは，次の 3.'主である。

第一に，アンケート結果から明らかになった中

学入学前に多くの子どもたちが抱える学習面と先

輩との|則子、への不安の軽減を図る活動を組み込む

ことで、ある。第二に， 9年間の見通しを日常的に

持った出回法的な小中連携体制を構築し，小中教員

が共同で授業方法の研究を行い，小中教員の相互

i野l平を図ることである。第三に，小中学校の枠内

にとどまらず，保護者や地域住民を巻き込んだ小

中連携の取り組みを行うことにより，地域や保護

者に信頼される学校づくりを推進することである。

KfRTの小中連携教育組織は以下の通りである。

<K町小中連携会議(仮称)の主な札?哉>

.K町校長会

・小中連携推進委員会

地j.il'!、数rれ任 、小中i虫携fj3_当、 7概IDiIi側主会の作tfj)長)

-E札喧別研究会 (小中教員全員)
ア、学びづくり部会

イ、育ちづくり部会

.ノu市リズムっくり青[1会 ・ソーシヤルスキル部会

.キャリ ア交流部会

学びづくり部会では I対話と協同の授業づく

り」を小中共通の視点とした研究を日常的に行っ

て小中教員相互の授業改善に努め，9年後の子ど

ものあるべき姿を見通した学習指導，家庭学習の



習慣づくりなどの研究実践を進めてし、く。育ちづ

くり部会では，研究内容により，以下の3つの小

部会を構成して研究実践を進めてし¥く。

la 生活リズムづくり部封
(9年間を見通した生活習慣づくり，生活アンケー卜

やノーメディアディーの取り京協~食育など)

|b ソーシャルスキノレ部斜

(生徒理解や学級集団作りに生かしたQ-Uの実施と

活用の日常化2 ソーシャルスキルの研究と実践，特別

支援を要する子どもの情報交換など)

|c キャリア・交流部到
(児童生徒による小中交流活動の計画・実践，小中合

同活動実施，地域行事への共同参加など)

保護者や地域住民の連携については，課題別研

究会のaとcの部会協議に参加してもらう。地域

住民とは，学校評議員や町の民生委員である。具

体的な活動として，生活リズムづくり，小中交流

活動や地域行事で関わってもらう。

この小中連携教育アクションプランの実践を

通して期待される効果と して，次の2点があげら

れる。第一は、 9年間の見通しを日常的に持った

小中連携が推進されることである。第二に，小中

連携に対する地域や家庭の理解や協力が深まり、

地域や保護者に信頼される学校づくりにつながる

ことである。

5 到達点と課題

本研究による到達点を挙げる。

本研究の第一の目的は、「中 lギャッフ。の実態

や小中間の連携において何が課題となっているか

を明らかにする」ことで、あった。これについては，

次の2つの点が明らかになった。第ーは，中 lギ

ャッフ。に関して I学習面」と 「先輩との関係Jに

おいて不安を持っていた子どもの割合が高かった

ことである。第二に，小中間の連携に関して，小

中教員の小中連携への向き合い方の違いである。

第二の目的の「中 lギャップを克服し，小中間

の連携の課題を解決するためにどのようなプログ

ラムが有効なのか」については，次の2つの点が

明らかになった。第一に，児童の学習面への不安

を軽減する取り組みとして， I小中授業交流」は有

効だ、ったことである。第二に，児童の中学校の先

輩との関係への不安を軽減する取り組みとして

「地区中総体への小学6年生の参加」や 「小学

校運動会への中学生のお手伝し、Jは有効だ、ったこ
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とである。

この到達点を踏まえ，今後の課題をあげる。

本研究では3 児童生徒と教員のアンケー トから

小中学校の段差の特徴を明らかにし，筆者の勤務

するK中学校区で、の小中連携フ。ログラムを実践し

た。そして，その実践の効果を検証しながら 3 さ

らに課題に取り組むために，筆者の勤務するK町

の小中連携教育アクションプランを提案した。今

後は3 このアクションプランをK町の小中教員に

提案し，具体的実践を積み重ねながら，さらにそ

の効果を検証したい。

注

1)アンケートの質問④で I楽ししリ「どちらかと

いうと楽しし、」を回答したK中66人、 N中154

人の生徒の中の人数

2)アンケートの質問③で Iどちらかというと充

実していなしリを回答した小学校教員人数 (27

人)，中学校教員人数 (5人)の中の割合
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